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2. 本年度の成果 
 

 
平成 17年度の主な成果を列挙します。 
 

 
8月の台北で行われた APANの総会で、医療グループが正式に承認されました。 
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APAN医療グループの立ち上げメンバーです。 
 

 
APAN 医療グループの最も大きな目的は、医療スタッフとエンジニアが強い

協力体制を築き、アジア医療ネットワークを構築することです。 
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我々が目指すのは、アジアのどこからでも簡単にアクセスできる高品質の医療

ネットワークを作り上げることです。 

 
既に多くの国々にネットワークを伸ばしてきましたが、さらに多くの国や施設

と現在も交渉・調整中です。 
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多くの分野で活動を行い、実施回数、接続地点ともに順調に増加しています。 
 

 
平成 18年 1月には DVTSで 10地点を接続できるシステムを開発し、テレカ
ンファレンスを成功させました。 
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AQUAの旗が、完成しました。九州大学の色である紫を基調にしています。 
 

 
完成したホームページには、解説や記録など多くの情報が載せられています。 


